
高野の雪まつり　自然の中で楽しむ
　２月１7，１8の二日間、南会津町高野、いやしの森地内で高野の雪まつりが開催されました。祭を行ったのは、地元NOP法人森林
野会（もりのかい）や南会津サポートクラブが中心の実行委員会。数年前から整備している癒しの森を「じねーんの森」と名付け、ウォー
キングを行うなど、希望者に開放しています。
　関係者の皆さんは、高野から下郷町へ抜ける道路で自然の地形を利用した「日本一長い雪のすべり台」整備しました。大人も子供と
一緒にそりですっべっていました。かんじきウォークでは森の案内人が協力し、動物の足跡を見つけたりしながら森を案内しました。
　今年の新しい試みとして、川崎市の料理店と福島県の若者がプロデュースし、川のそばに「立春庵」と名づけた茶房を作りました。お
客様は茶房で、カブをすりおろし苳みそを添えた料理と地元の野菜のつゆじのような料理「１汁１菜」を味わいました。開店から予約
のお客様でにぎわいました。実行委員は手作りした甘酒も提供していました。夜はファンタジーナイトと名付け、イルミネーション飾りに
明かりが灯されました。

　

かんじきで森を歩く

高校生が震災の語り部に
　福島県では「震災と復興に関する地域課題探究学習を通して、震災・復興そして未 来に
ついて、自分の考えを持ち、自分の言葉で語ることのできる高校生を育成しよう」と事業を
行っています。南会津高等学校本校舎の２年生は、２０２２年度から、福島県教育委員会
の「震災と復興を未来へつむぐ高校生語り部事業」に参画し、生徒たちが語り部活動に取り
組んでいます。
　２月20日、活動に参加した生徒らは報告を行いました。現在の２年生は１年生の時から
震災伝承館で学習し、実際に被災された方に合い話を聞いたり、聞いたことをまとめ、都内
の高校で発表するなどの活動を行ってきました。
　活動を報告のあと、トークセッションが行われました。トークでは活動を通して一人一人
から『心が動いたとき』の発表がありました。「窓からみた景色」「語ってくれた人の話し方」「
質問をしてくれる人がいてやりがいを感じた」「忘れてはいけない。伝えていかなければ」な
ど、それぞれが違う場面で心が動いたという感想を率直に述べていました。展示内容とは
違う感想でした。震災が起きた時3歳か4歳だった高校生が、現場に行き実際に見て自ら取
材し語るという貴重な体験が出来たプロジェクトでした。

伝承館での学習を東京での交流で発表　　英語班の報告　英語に訳し　世界へ発信

トークセッション　震災・原子力伝承館での学習や新潟
県山古志村取材での感想を述べた。それぞれ、違う場面
で心が動きました
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道路を利用した雪の滑り台

只見ふるさとの雪まつり　
地域住民がおもてなし
　只見ふるさとの雪まつりは２月９日の前夜祭を含め１０日１１日の
３日間、にぎやかに行われました。会場内には地元の小学校や高校の児
童生徒の皆さんが作った楽しい雪像が並びました。広場のメインステー
ジには、今年パリオリンピック・パラリンピックが行われることから、パリの
オペラ座ガルニエ宮を模した雪像が作られました。
　「ふるさとの」という名前の通り、訪れた人にふるさとの伝統を楽しんで
もらおうと、厄払いの儀やおんべなど、ふるさとの伝統行事を取り入れら
れていました。夕方から始まる厄払いの儀のために厄年の男性の同級生
がお札を販売したり、正月飾りや達磨などを燃やす「おんべ」で焼く餅も
販売していました。厄払いの儀には厄年の男衆３８人が参加していまし
た。夜のプロジェクションマッピングや花火の時間には、会場はお客様で
いっぱいになりました。

大雪像　パリのオペラ座 厄払いの儀でもちまき

川のそばに茶房（立春庵）

田島陣屋に木彫り看板
　田島駅前4つ角の田島陣屋の看板に木工細工
が飾られました。10月、11月に住民有志の皆さんが
彫りました。陣屋はまちづくりの拠点にと昨年有志
がレンタルスペースとしてオープンさせました。毎
週月曜日10時からは「デジタル無料相談」を行って
います。また、各任意団体さんの会議等には無料で
貸しています。使用したいかた！ たじまCATVまでお
問合せください。

地元学校の生徒らの雪像


